














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































即をの 1 上進即もりで (6)
し指 水 性 的 退ちと恒ての
てす 準内考を各よ常解「





性得、 l ，;: 命」でして
をた中て早 1 は使ては
検。正、(? 性 、 用 次
証そに過と の各さの鄭









他言らた しきけ 4 常





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 に~ L 
m 秘中上
モめ庸げ
<ら』て
え52も、せ
結
語
以
上
こ
の
小
論
で
は
、
『
中
庸
』
全
体
の
綱
述
意
図
が
、
受
命
な
き
聖
人
た
る
孔
子
を
、
無
冠
の
王
者
だ
と
主
隠
す
る
点
に
あ
っ
た
こ
と
を
論
述
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
『
中
庸
』
を
前
半
と
後
半
と
に
分
割
す
る
説
も
、
ま
た
『
中
府
』
を
何
ら
の
一
貫
し
た
思
想
や
組
織
を
持
た
向
、
雑
然
と
し
た
編
集
物
に
過
ぎ
ぬ
と
す
る
説
も
、
共
に
『
中
庸
』
全
体
内
編
述
意
図
を
見
逃
し
た
結
果
生
じ
た
、
全
く
の
誤
解
だ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
中
庸
』
の
編
述
者
は
、
主
に
現
在
『
論
一
語
』
に
見
ら
れ
る
が
如
き
孔
子
の
一
吉
一
口
行
を
下
敷
に
し
つ
つ
、
儒
家
が
伝
承
す
る
各
極
的
資
料
を
適
宜
採
取
し
、
そ
こ
に
自
己
の
筆
を
も
加
え
て
、
前
記
的
意
図
を
伝
え
ん
と
し
て
い
る
。
故
に
素
材
に
供
さ
れ
た
個
々
の
文
章
の
出
所
・
来
歴
は
雑
多
で
あ
る
と
し
て
も
、
編
述
の
意
図
自
体
は
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
一
言
っ
て
『
中
庸
』
を
、
一
切
の
論
理
が
首
尾
貫
徹
し
た
、
徽
密
な
哲
学
的
体
系
を
備
え
た
書
と
見
る
の
も
、
同
様
に
誤
り
で
あ
ろ
う
。
『
中
庸
』
の
一
貫
性
と
は
、
編
述
者
的
論
旨
の
展
開
に
沿
っ
た
形
で
、
各
文
章
が
大
ま
か
に
配
列
さ
れ
て
い
る
と
言
う
程
度
の
盤
合
性
で
あ
り
、
体
系
性
で
あ
る
に
留
ま
る
。
故
に
『
中
庸
』
に
は
、
厳
密
に
追
究
す
れ
ば
不
整
合
を
来
た
す
箇
所
や
、
相
互
に
矛
盾
す
る
記
述
も
多
々
存
在
す
る
が
、
そ
も
そ
も
編
述
者
の
意
図
が
哲
学
的
体
系
化
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
以
上
、
そ
れ
も
当
然
の
現
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
中
時
』
の
主
題
が
「
中
時
」
の
側
に
存
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
「
誠
」
の
側
に
存
し
た
の
か
と
す
る
考
察
も
、
や
は
り
的
を
得
た
議
論
と
は
評
し
が
た
い
。
司
中
庸
』
の
性
格
は
、
孔
子
を
素
主
に
上
昇
さ
せ
ん
と
し
た
古
代
儒
学
の
展
開
の
上
に
位
置
せ
し
め
て
こ
そ
、
初
め
て
そ
の
本
質
が
明
確
に
な
る
で
あ
λ
ごっ。
野)
位(1
)
「
子
思
作
中
府
L
(
『
史
記
』
孔
子
世
家
)
{
2
)
武
内
義
雄
「
子
恩
子
に
つ
い
て
」
(
『
老
子
原
始
』
所
収
)
及
び
『
易
と
中
府
内
研
究
』
第
三
章
、
場
友
蘭
『
中
国
哲
学
史
』
第
一
篇
・
第
十
四
章
、
軍
沢
俊
郎
『
原
始
儒
家
思
想
と
経
学
』
第
一
部
、
会
合
治
『
秦
泌
思
想
史
研
究
』
第
四
章
、
島
森
哲
男
「
「
中
庸
」
筋
肉
構
成
と
そ
円
思
想
」
(
句
集
刊
東
洋
学
』
第
お
号
)
な
ど
。
(
3
)
赤
塚
忠
「
中
府
解
説
」
(
新
釈
漢
文
大
系
『
大
学
・
由
。
府
』
所
収
)
。
(
4
)
津
田
左
右
吉
『
道
事
的
思
想
と
其
の
展
開
』
第
五
筒
、
及
び
「
棋
儒
町
述
作
の
し
か
た
|
札
記
諸
篇
の
解
剖
|
」
(
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
十
八
巻
所
収
)
。
ま
た
板
野
長
八
「
中
府
筋
肉
成
り
立
ち
」
(
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
辺
巻
2
号
)
も
、
視
点
や
論
拠
は
異
な
る
が
、
や
は
り
『
中
庸
』
を
前
漢
武
帝
期
的
成
立
と
す
る
。
(
5
)
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
吊
書
「
五
行
鱗
」
の
思
想
史
的
位
置
|
儒
家
に
よ
る
天
へ
の
接
近
」
(
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
十
九
巻
)
参
照
。
(
6
)
邸
玄
や
朱
子
町
注
は
、
こ
の
「
次
」
を
次
円
段
階
町
人
物
、
す
な
わ
ち
賢
者
を
指
す
と
解
す
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
「
天
下
町
至
誠
」
が
民
を
教
化
す
る
「
順
次
」
「
次
序
」
の
意
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。
(
7
)
朱
子
は
「
誠
」
自
体
が
「
物
の
終
始
」
で
あ
る
と
解
す
る
が
、
意
味
上
こ
の
二
句
は
対
を
成
し
、
誠
な
る
者
に
は
物
の
終
始
が
有
る
の
に
対
し
、
誠
な
ら
ざ
る
者
に
は
物
町
終
始
が
無
い
と
の
意
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。
(
8
)
三
宅
石
庵
・
中
井
竹
山
・
中
井
履
軒
・
山
片
錨
桃
・
武
内
義
雄
な
ど
が
こ
の
立
場
を
取
る
。
(
9
)
『
中
府
』
の
編
述
者
に
は
、
う
し
ろ
め
た
さ
町
故
か
、
君
子
の
上
昇
を
訴
え
る
論
旨
円
前
に
、
君
干
の
自
制
を
強
調
し
た
文
章
を
配
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
も
そ
の
一
例
と
受
け
取
れ
ば
、
必
ず
し
も
錯
簡
と
見
な
受命なき聖人(i莞21 
す
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
(
叩
)
『
論
盟
問
』
や
『
中
庸
』
『
孟
子
』
に
無
為
垂
挟
町
治
が
説
か
れ
る
の
は
、
儒
学
が
標
携
す
る
徳
治
主
義
や
、
天
子
に
な
り
損
ね
、
無
為
を
強
い
わ
れ
た
孔
子
へ
町
弁
護
と
い
っ
た
、
儒
学
内
部
内
必
然
性
に
起
因
す
る
現
製
で
あ
り
、
津
田
氏
問
如
〈
、
内
部
的
要
因
を
充
分
考
慮
せ
ず
に
、
直
ち
に
そ
れ
を
道
家
一
思
想
か
ら
の
影
響
と
考
、
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
(
日
)
「
春
秋
は
魯
を
王
と
す
」
(
『
公
羊
伝
』
荘
公
二
十
三
年
同
何
休
往
)
と
い
っ
た
春
秋
公
羊
学
町
立
場
は
、
こ
つ
し
た
孔
子
町
言
静
を
踏
ま
え
て
い
'
Q
。
(
ロ
)
孔
子
は
王
朝
を
基
礎
づ
け
る
三
代
町
札
制
を
、
自
己
の
専
門
と
し
て
誇
示
し
た
が
、
「
其
町
位
に
在
ら
り
ざ
れ
ば
、
其
内
政
を
諜
ら
ず
」
(
『
論
語
』
泰
伯
・
露
関
縞
)
、
「
君
子
は
其
の
言
の
其
円
行
に
過
〈
る
を
恥
ず
」
(
同
・
惑
問
篇
)
る
の
で
あ
れ
ば
、
匹
夫
円
分
際
で
王
朝
の
礼
学
を
云
々
す
る
の
は
借
越
の
極
み
で
あ
ろ
う
。
故
に
孔
子
が
修
得
し
た
と
自
称
す
る
礼
学
向
性
格
中
に
、
す
で
に
そ
の
強
い
政
治
志
向
の
極
が
宿
さ
れ
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
孔
子
町
学
統
を
問
わ
れ
た
子
貢
は
、
「
夫
子
は
濡
〈
に
か
学
ぱ
ざ
ら
ん
。
而
し
て
亦
た
何
れ
の
常
師
か
之
れ
有
ら
ん
」
(
同
・
子
張
篇
)
と
の
苦
し
い
言
い
訳
に
終
始
し
て
、
孔
干
の
学
問
的
師
法
関
係
を
何
一
つ
明
示
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
寄
異
な
現
象
は
、
孔
子
が
「
百
世
と
臨
も
亦
た
知
る
可
き
な
り
」
(
同
・
為
政
篇
)
と
豪
語
し
た
礼
掌
的
知
識
が
、
多
骨
に
孔
干
の
誇
大
妄
想
気
味
向
精
神
町
中
で
空
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
(
日
)
例
え
ば
、
聖
王
町
受
命
と
暦
運
と
を
関
連
さ
せ
つ
つ
、
聖
主
に
よ
る
賢
者
向
登
用
を
強
調
す
る
克
団
結
の
先
頭
部
分
も
、
体
裁
が
破
格
で
難
解
な
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
も
「
謹
槌
畳
」
以
下
を
孔
子
町
発
言
と
見
な
せ
ば
、
や
は
り
孔
子
を
新
王
朝
を
創
始
し
た
聖
王
町
列
に
加
え
ん
と
す
る
所
に
、
そ
の
意
図
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
22 
(
M
)
孔
干
の
意
識
の
中
で
は
、
魯
何
回
祖
で
あ
り
、
か
つ
夢
に
見
て
止
ま
な
か
っ
た
周
公
旦
と
自
己
と
が
、
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
周
公
旦
に
も
、
「
仲
尼
目
、
周
公
掘
政
、
践
昨
而
治
」
(
吋
札
記
』
文
王
世
子
)
「
周
公
践
天
子
之
位
、
以
治
天
下
」
(
同
・
明
堂
位
)
と
か
王
位
纂
奪
の
陰
謀
を
説
言
さ
れ
、
楚
に
出
奔
し
た
(
『
史
記
』
魯
周
公
世
家
)
と
伝
え
ら
れ
る
如
〈
、
自
ら
即
位
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
も
つ
き
ま
と
う
が
、
後
世
の
儒
家
は
幼
い
成
王
を
摂
政
と
し
て
補
佐
し
、
自
ら
は
王
位
に
着
か
な
か
っ
た
と
し
て
美
化
・
称
識
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
王
位
向
継
承
か
ら
は
ず
れ
な
が
ら
も
、
「
周
礼
は
尽
〈
魯
に
在
り
。
吾
乃
ち
今
岡
公
的
徳
と
周
の
王
た
る
所
以
を
知
れ
つ
」
(
『
左
伝
』
昭
公
二
年
)
と
、
周
の
文
物
目
制
度
を
わ
が
手
で
制
定
し
、
実
質
的
に
周
王
朝
町
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
周
公
且
の
事
跡
は
、
孔
干
の
夢
想
形
成
を
大
い
に
助
長
し
た
と
恩
わ
れ
る
。
(
日
)
こ
の
記
事
に
関
し
て
は
、
『
礼
記
』
植
弓
上
に
も
並
行
資
料
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
は
、
孔
子
が
夢
町
内
容
か
ら
己
れ
の
死
期
を
悟
っ
た
と
す
る
占
に
説
話
の
眼
目
が
置
か
れ
、
ま
た
「
明
王
興
ら
ざ
れ
ば
、
而
ち
天
下
は
其
れ
執
れ
か
抱
く
予
を
宗
と
せ
ん
や
」
と
、
孔
子
が
あ
く
ま
で
明
王
に
よ
る
登
用
を
願
っ
て
い
た
と
の
体
裁
を
取
る
.
(
時
)
さ
ら
に
数
例
を
加
え
れ
ば
、
地
位
相
応
の
発
言
を
す
べ
き
だ
と
弟
子
を
諭
し
な
が
ら
、
自
ら
は
身
分
不
相
応
に
天
下
国
家
的
為
政
を
論
じ
た
点
や
、
一
方
で
「
位
無
き
を
忠
え
ず
、
立
つ
所
以
を
思
う
」
(
『
論
垣
間
』
呈
仁
篇
)
と
、
地
位
獲
得
よ
り
も
自
己
修
養
が
先
決
だ
と
述
べ
主
が
ら
、
他
方
で
は
し
き
り
に
不
遇
へ
の
不
満
を
口
に
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
周
道
継
承
的
理
念
を
唱
え
な
が
ら
、
現
存
円
周
王
室
を
全
〈
無
視
す
る
態
度
を
取
り
続
け
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
(
げ
)
前
四
八
四
年
、
斉
は
前
年
同
邸
邑
の
敗
戦
的
報
復
を
図
り
、
大
夫
国
書
に
魯
を
攻
撃
さ
せ
た
。
孔
子
は
衛
で
飛
報
に
接
す
る
や
、
子
貢
を
斉
に
派
遣
し
、
斉
町
田
常
に
呉
を
伐
つ
よ
う
勧
め
さ
せ
た
。
子
貢
は
次
い
で
呉
に
赴
き
、
斉
を
伐
っ
て
魯
を
救
う
よ
う
説
得
し
た
。
そ
の
後
子
貢
は
越
に
入
り
、
一
且
呉
に
協
力
す
る
ふ
り
を
し
て
、
好
機
に
呉
を
減
す
よ
う
煽
動
し
た
。
さ
ら
に
子
買
は
晋
に
足
を
伸
ば
し
、
酬
明
備
を
整
え
て
呉
町
中
原
進
出
を
待
ち
受
け
る
よ
う
入
れ
知
恵
し
た
.
『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
は
、
そ
の
練
腕
よ
り
を
、
「
故
子
貫
一
出
、
存
魯
、
乱
膏
、
破
呉
、
彊
臣
官
而
覇
越
。
子
貫
一
使
、
使
勢
相
破
、
十
年
之
中
、
五
聞
各
有
費
」
と
称
讃
す
る
.
す
な
わ
ち
子
貢
は
孔
干
の
密
命
を
帯
び
て
、
縦
横
家
内
如
き
国
際
的
謀
略
活
動
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
死
を
間
近
に
し
た
孔
子
は
、
「
賜
よ
、
放
h
白
血
て
の
来
た
れ
る
こ
と
、
何
ぞ
其
れ
晩
き
や
」
(
『
史
記
』
孔
子
世
家
)
と
の
謎
め
い
た
歎
き
を
発
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
言
葉
町
裏
に
は
、
こ
う
し
た
子
質
的
力
畳
が
、
よ
り
早
い
時
期
か
ら
発
揮
さ
れ
て
い
れ
ば
、
自
分
も
天
下
町
宗
主
た
り
得
た
で
あ
ろ
う
に
と
円
孔
子
町
悲
嘆
が
、
暗
時
と
し
て
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
(
国
)
こ
こ
町
解
釈
円
詳
細
に
つ
い
て
は
、
註
(
5
)
に
前
出
向
拙
稿
参
照
。
な
お
馬
王
堆
漠
基
出
土
の
古
供
番
『
徳
聖
』
に
も
、
「
天
遣
を
知
る
は
聖
と
日
ぅ
。
聖
と
は
声
な
り
」
「
其
の
之
を
聖
と
調
う
は
、
識
を
声
に
取
れ
ば
な
り
。
天
を
知
る
者
に
は
声
有
り
」
と
あ
る
。
(
日
)
「
章
帝
即
位
。
元
和
二
年
正
月
、
詔
目
、
山
川
百
紳
、
聴
担
者
未
登
。
其
識
増
修
翠
肥
宜
享
肥
者
。
(
中
略
)
幸
魯
、
澗
東
海
恭
玉
、
及
孔
子
、
七
十
二
弟
子
」
(
『
後
漢
書
』
祭
肥
志
中
)
。
な
お
劉
昭
の
注
補
が
引
く
「
泌
晋
春
秋
」
に
よ
れ
ば
、
章
帝
は
西
面
し
て
祭
肥
町
主
人
役
を
務
的
、
群
臣
は
中
庭
に
北
面
し
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
こ
の
と
き
孔
干
の
神
霊
は
、
後
漢
の
群
臣
に
王
者
と
し
て
南
面
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
漢
の
皇
帝
が
孔
子
を
祭
肥
し
た
初
め
て
町
事
例
は
、
「
行
自
准
南
週
、
過
魯
、
以
大
牢
洞
孔
子
」
(
『
泌
書
』
高
帝
紀
)
と
、
前
一
九
五
年
に
高
祖
が
行
っ
た
祭
肥
で
あ
る
が
、
そ
の
意
図
は
今
一
つ
判
然
と
し
な
い
。
野)
(
初
)
儒
家
や
道
家
が
儒
教
・
道
教
と
「
教
」
を
称
す
る
た
め
に
は
、
「
夫
帝
王
功
成
作
集
、
治
定
制
鵡
。
此
蓋
皇
業
之
盛
事
也
。
{
中
略
)
孔
老
何
人
得
詩
紋
主
。
孔
践
聖
遼
無
位
者
也
」
(
釈
遊
安
コ
一
教
諭
』
君
儒
教
主
第
三
)
と
か
、
「
凡
立
教
之
法
、
先
須
有
↓
弔
道
家
既
無
的
主
、
云
何
得
檎
道
教
。
(
中
略
)
周
孔
二
人
直
是
停
故
人
、
不
得
自
構
教
主
。
若
言
以
老
干
潟
教
主
者
、
老
子
非
是
帝
王
、
若
鳥
得
格
教
主
。
(
中
略
)
儒
者
用
三
皇
五
帝
偶
数
主
。
(
中
略
)
墳
典
是
敬
、
帝
皇
馬
主
、
儒
得
補
数
」
(
法
琳
『
静
正
論
』
)
と
、
付
教
主
が
存
在
す
る
こ
と
、
同
教
主
が
帝
王
町
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
、
同
王
者
た
る
教
主
町
教
え
を
記
す
経
典
が
あ
る
こ
と
、
の
=
吉
.
が
必
須
町
要
件
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
「
三
教
交
渉
に
お
け
る
「
教
」
町
観
念
」
(
吉
岡
博
士
還
暦
記
念
『
道
教
研
究
論
集
!
道
教
の
思
想
と
文
化
|
』
)
参
照
。
「
教
」
に
こ
う
し
た
条
件
を
要
求
す
る
議
論
は
、
王
者
こ
そ
が
天
下
に
教
令
告
発
し
て
万
民
を
教
化
す
る
、
と
町
中
国
世
界
内
伝
統
的
観
念
に
由
来
す
る
。
前
掲
的
資
料
で
は
、
挑
道
安
や
法
琳
町
非
難
円
矛
先
は
、
も
っ
ぱ
ら
道
教
の
側
に
向
け
ら
れ
、
儒
家
が
儒
教
と
称
す
る
こ
と
自
体
は
一
応
容
認
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
で
も
、
「
孔
は
聖
逮
な
り
と
臨
も
、
位
無
き
者
主
り
」
「
周
孔
二
人
は
直
だ
是
札
教
え
を
伝
う
る
の
人
に
し
て
、
自
ら
教
主
と
称
す
る
を
得
ず
」
と
、
帝
王
町
地
位
に
な
か
っ
た
こ
と
を
唯
一
円
理
由
と
し
て
、
孔
子
が
儒
教
の
教
主
で
あ
る
と
す
る
考
え
は
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
儒
・
仏
道
三
教
が
勢
力
の
伸
長
と
国
家
に
よ
る
公
認
を
競
い
、
互
い
に
自
己
の
正
統
性
を
主
張
す
る
状
況
の
中
で
、
儒
家
は
常
に
、
孔
子
は
帝
王
で
は
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
と
す
る
、
外
部
か
ら
の
批
判
に
曝
さ
れ
続
け
た
。
故
に
か
か
る
外
圧
を
は
ね
の
け
る
た
め
に
も
、
儒
家
は
孔
子
を
索
王
に
祭
り
上
げ
、
儒
学
を
王
者
た
る
孔
干
の
教
え
、
す
な
わ
ち
儒
教
へ
と
上
昇
さ
せ
て
行
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
「
二
十
七
年
詔
、
夫
子
既
檎
先
聖
、
可
謹
白
文
宣
王
。
遺
三
公
、
持
節
冊
命
、
以
其
悶
鳥
文
宣
公
、
任
州
受命なき聖人(i茸23 
長
史
、
代
代
勿
絶
。
先
時
孔
廟
、
以
周
公
甫
而
、
而
夫
子
坐
西
柿
下
。
貞
制
中
間
出
周
公
祭
、
而
夫
子
位
未
改
。
至
是
ニ
京
因
子
民
、
天
下
州
腕
、
夫
子
始
皆
南
向
、
以
頑
淵
配
」
(
『
唐
書
』
礼
楽
志
第
五
)
と
、
唐
町
玄
宗
の
閲
元
二
十
七
年
、
孔
子
に
「
文
宣
王
」
と
、
初
的
て
王
号
が
追
贈
さ
れ
た
こ
と
は
、
孔
子
索
王
説
的
国
家
的
承
認
、
並
び
に
儒
教
の
成
立
に
と
っ
て
画
期
的
意
義
を
持
つ
。
こ
れ
以
降
儒
学
は
、
暗
い
情
念
的
経
桔
か
ら
次
第
に
解
放
さ
れ
、
四
番
を
教
本
に
、
今
度
は
自
ら
が
学
ん
で
聖
人
に
至
ら
ん
と
す
る
、
新
た
な
目
擦
を
掲
げ
始
め
る
。
新
儒
学
町
時
代
的
到
来
で
あ
る。
(
幻
)
こ
う
し
た
情
念
は
、
単
に
『
中
庸
』
に
留
ま
句
ず
、
『
詩
』
『
書
』
『
易
』
十
翼
『
春
秋
』
『
礼
記
』
『
儀
礼
』
『
周
札
』
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
孔
子
と
関
連
づ
け
た
上
で
経
書
化
し
、
経
学
を
形
成
し
て
行
〈
際
的
根
本
精
神
と
も
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
経
学
易
補
完
す
る
も
町
と
し
て
の
緋
舎
を
生
み
出
す
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
